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市
内
の
湧
水
を
保
全
し
、
鳥
や

小
さ
な
生
き
物
、
そ
し
て
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
し
て
い

こ
う
と
、
市
で
は
、
湧
水
保
全
ふ

れ
あ
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
こ
の
ほ

ど
、
西
深
井
の
湧
水
整
備
が
完
了

し
ま
し
た
。

こ
こ
の
水
は
、
西
深
井
・
平
方

の
台
地
斜
面
か
ら
少
し
ず
つ
湧
き

出
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
幅
約
三

十
メ
ー
ト
ル
、
一
番
広
い
と
こ
ろ

の
奥
行
き
が
約
五
メ
ー
ト
ル
の
池

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
湧
き
出
す

水
を
目
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
そ
の
水
量
は
、
工
事

の
た
め
に
池
の
水
を
抜
い
て
も
一

日
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
。

湧
水
に
沿
っ
て
、
木
道
や
ベ
ン

チ
を
設
置
し
、
周
辺
に
は
、
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
や
ツ
ツ
ジ
を
植
え
て
い

ま
す
。

利
根
運
河
に
沿
っ
た
遊
歩
道
や
、

に
お
ど
り
公
園
か
ら
も
近
い
の
で
、

散
歩
の
途
中
な
ど
に
立
ち
寄
り
、

春
の
日
差
し
の
中
で
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

市
内
に
は
十
カ
所
以
上
の
湧
水

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
整

備
に
適
し
た
も
の
か
ら
、
計
画
的

に
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定

で
す
。

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５
０
―

６
０
９
２

平
成
十
四
年
流
山
市
議
会
第

一
回
定
例
会
が
、
二
月
二
十
八

日
に
開
会
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た

三
十
六
議
案
が
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成

十
四
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

の
予
算
関
係
十
四
件
の
ほ
か
、

流
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
な
ど
の
条
例
関

係
十
七
件
、
そ
の
他
五
件
。
会

期
は
三
月
二
十
二
日
ま
で
の
予

定
で
す
。（
関
連
記
事
２
〜
４
面
）

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
な

る
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
平
成
十
七
年
春

ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
話
し
合

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
四
月
八
日
か
ら
市
内
二
十
二
会

場
で
実
施
し
ま
す
。

飼
い
犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に

よ
り
、
一
生
の
う
ち
一
回
の
登
録

と
毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
登
録
済
み
の
犬
の
飼
い

主
の
皆
さ
ん
に
は
、
案
内
の
ハ
ガ

キ
を
送
り
ま
し
た
の
で
、
都
合
の

よ
い
会
場
に
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
、

犬
に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

今
回
初
め
て
登
録
す
る
場
合
や

ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
料

金
を
確
認
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
犬
を
連
れ
て
市
外
か
ら

転
入
し
て
き
た
方
で
、
犬
の
登
録

変
更
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い

場
合
や
、
犬
が
死
亡
し
て
い
る
場

合
に
は
、
届
け
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
環
境
保
全
課

で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
雨
天
振
替
日
も
中
止
と

な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
、
新

た
に
集
合
注
射
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
注
射

を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
３

う
市
民
の
場
「
ま
ち
づ
く
り
市
民

協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
計
画
立
案
の
段
階
か
ら
行

政
と
市
民
、
そ
し
て
市
民
同
士
が
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
会
議
な

ど
を
通
じ
、
じ
っ
く
り
と
議
論
し

な
が
ら
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
主

な
活
動
は
、「
地
域
別
ま
ち
づ
く
り

構
想
」
の
市
民
素
案
の
作
成
と
、

行
政
が
主
体
と
な
っ
て
作
る
「
テ

ー
マ
別
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
の
検

討
で
す
。

「
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち

に
し
た
い
」「
歩
く
の
が
楽
し
く
な

る
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
」
な
ど
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ

る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
ま
ち
の
将
来
像
を
検
討

し
て
い
く
も
の
で
す
の
で
、
学
生

や
子
育
て
中
の
方
も
、
ぜ
ひ
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
同
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

に
は
、
今
回
応
募
い
た
だ
く
方
の

ほ
か
、
昨
年
十
二
月
か
ら
開
催
し

て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

学
習
会
」
で
、
基
礎
知
識
や
会
議

の
進
行
方
法
な
ど
を
学
ん
で
い
る

方
た
ち
も
一
緒
に
活
動
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
▽
活
動
内
容
＝
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
市
民
素
案

づ
く
り
（
６
月
か
ら
平
成
16
年
２

月
ご
ろ
ま
で
月
１
回
程
度
の
予
定
）

▽
定
員
＝
50
人
（
多
数
選
考
）
▽

応
募
方
法
＝
官
製
ハ
ガ
キ
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
生

年
月
日
）、
職
業
、
性
別
、
電
話
番

号
、
志
望
動
機
を
明
記
し
、
４
月

10
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
都

市
計
画
課
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
係
へ

□問
都
市
計
画
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
７

早速、湧水を訪れた中野久木保育所の子どもたち上○と全景右○

市
民
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
整
備

陽
光
に
き
ら
め
く
湧
水
池

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

4
月
8
日
か
ら
22
会
場
で

市
議
会
定
例
会

36
議
案
を
審
議
中

素案策定に あなたも参加を！

「
学
習
会
」
で
は
熱
い
議
論
が
…

犬の登録と狂犬病予防注射の日程

実施日 会　場 時　間 雨天振替日

４月8日�

赤城神社

宮園１号公園

南流山中央公園

鰭ケ崎２号公園

９:15～10:15

10:40～11:50

13:10～14:25

14:50～15:35

４月15日�

４月9日�

八木南１号公園

東部公民館

向小金ふれあい公園

松ケ丘公園

９:15～10:00

10:25～11:50

13:10～14:10 

14:35～15:35

４月16日�

４月10日�

平和台２号公園

江戸川台西自治会館

江戸川台２号公園

東深井地区公園

９:15～10:25

10:50～11:50

13:10～14:10

14:35～15:35

４月17日�

４月11日�

野々下１号公園

駒木第2こどもの遊び場

美田２号公園

駒木台２号公園

９:20～10:30

10:55～11:50

13:10～14:10

14:35～15:35

４月18日�

４月12日�

市民総合体育館

若葉１号緑地

真和自治会館

運河水辺公園

９:15～10:30

10:55～11:50

13:10～14:10

14:35～15:35

４月19日�

４月13日�
北部公民館

文化会館

９:30～11:30

13:00～15:00
４月20日�

【平成14年度の料金】
初めて登録する場合　6,300円

（登録・注射・注射済票）
登録済みの場合　　　3,300円

（注射・注射済票）

初石駅 

江戸川台駅 

流山北高校流山北高校 流山北高校 

上耕地運動場上耕地運動場 上耕地運動場 

工業団地 

常磐自動車道 
運河駅 

流山IC

料金所 

利根運河 

西深井湧水 
松
戸
野
田
有
料
道
路 

江
戸
川 

東武野田線 

【人口・世帯】〈３月１日現在〉
合計＝ 151,385人 （△127）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,070人 （1△78）
女 ＝ 76,315人 （1△49）
世帯＝ 54,707世帯 （1△19）
【予算】〈３月１日現在〉
一 般 会 計＝37,917,493千円
特別・企業会計＝32,650,203千円

市の人口と予算

まちづくりの基本方針「都市計画マスタープラン」

申 し 込 み は
4月10日までに



施
政
方
針
と
主
な
事
業

平成14年３月15日（金曜日） （２）第１０１４号

さ
て
、
地
方
分
権
一
括
法
が
施

行
さ
れ
、
ほ
ぼ
二
年
が
経
過
し
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
は
、

首
長
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
職
員

が
地
方
の
現
場
に
立
ち
、
市
民
の

声
を
真
摯
な
態
度
で
受
け
止
め
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
事
柄
を
ど
の

よ
う
に
解
決
す
れ
ば
い
い
の
か
と

い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
す
べ
て
の
職
員
が
常
に
行
政

改
革
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
続
け

る
こ
と
こ
そ
真
の
地
方
分
権
お
よ

び
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
行
政
を

確
立
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
信
頼

関
係
に
結
ば
れ
た
市
政
を
実
現
す

る
に
は
、
職
員
の
意
識
改
革
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
政
の
透
明
性

と
説
明
責
任
も
大
き
な
柱
で
あ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
職
員
の

意
識
改
革
を
す
る
う
え
で
柱
の
一

つ
に
掲
げ
た
「
新
行
財
政
運
営
シ

ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
21
）」
を
打
ち
出

し
、
社
会
情
勢
の
変
動
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
財
政
状
況
の
中
で
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
透
明
性
、
効
率
性
を
追
求

す
る
行
財
政
運
営
へ
の
転
換
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
、
本

市
の
す
べ
て
の
課
題
を
解
決
す
る

と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
行

財
政
改
革
に
終
わ
り
は
な
く
、
ま

た
、
休
息
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
今
後
も
財
政
、
組
織
、
人
事

な
ど
の
諸
要
素
を
密
接
に
絡
め
な

が
ら
、
不
退
転
の
決
意
を
持
っ
て
、

断
行
し
て
い
き
ま
す
。

総
武
流
山
電
鉄
と
の
調
停
に
つ

い
て
は
、
現
在
ま
で
に
十
六
回
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
件
が
一
日

も
早
く
解
決
し
、
事
態
の
収
拾
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
調

停
に
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

沿
線
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
、
木
地
区
、
西
平
井
・

鰭
ケ
崎
地
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鉄

道
用
地
を
中
心
と
し
て
、
第
一
回

の
仮
換
地
指
定
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
十
四
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、

工
事
工
程
に
合
わ
せ
、
順
次
仮
換

地
指
定
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

運
動
公
園
周
辺
地
区
お
よ
び
新
市

街
地
地
区
で
は
、
鉄
道
用
地
の
一

部
に
関
し
て
、
仮
換
地
指
定
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
運
動
公
園
周

辺
地
区
で
は
、
平
成
十
三
年
度
末
、

新
市
街
地
地
区
で
は
、
平
成
十
四

年
秋
ご
ろ
を
目
途
に
仮
換
地
案
の

供
覧
を
行
う
予
定
で
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
昨
年
暮
れ
か

ら
、
江
戸
川
で
ト
ラ
ス
橋
の
工
事

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
武
蔵

野
線
南
流
山
駅
周
辺
で
は
、
ト
ン

ネ
ル
や
駅
部
の
工
事
な
ど
が
、
ま

た
、
市
内
四
つ
の
一
体
型
土
地
区

画
整
理
事
業
地
区
内
で
も
、
高
架

橋
工
事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

駅
舎
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
、

昨
年
十
月
、
市
、
県
、
都
市
基
盤

整
備
公
団
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道

�
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
流

山
市
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
新
駅

駅
舎
検
討
会
議
」
を
設
置
し
、
現

在
ま
で
に
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
の
原

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
我
が
国
は
金
融
不
安
や

高
い
失
業
率
な
ど
、
長
引
く
不
況

か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
そ
の
社
会
経

済
情
勢
は
、
本
市
の
行
財
政
運
営

に
も
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

極
め
て
厳
し
い
時
期
で
す
が
、
引

き
続
き
「
市
民
の
目
線
」
に
立
ち
、

「
価
値
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し
て
い
き

ま
す
。 議

会
の
冒
頭
、
眉
山
市
長
は
平
成
十
四
年
度
に
向
け
た

市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
な
施
策
、
基
本
構

想
の
五
つ
の
施
策
項
目
に
基
づ
き
、
主
要
事
業
お
よ
び
新

規
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

開通に向け、着々と工事が進むつくばエクスプレス（写真は江戸川橋りょう）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

お
よ
び
沿
線
整
備
事
業

市
政
運
営
の
基
軸
と
な
る

主
要
事
業

10 20 30 40 190 200億円 

市　税 

繰入金 

繰越金 

その他 

使用料・ 
手数料 

市　債 

地　方 
交付税 

国　庫 
支出金 

その他 

県支出金 

自
主
財
源 

依
存
財
源 

2,331,929千円 

平成13年度 

1,555,041千円 

4,442,600千円 

4,848,600千円 

3,600,000千円 

3,100,000千円 

2,714,756千円 
2,036,956千円 

1,090,964千円 
1,141,121千円 

578,909千円 
584,361千円 

500,000千円 

500,000千円 

696,740千円 
684,776千円 

19,911,002千円 

19,965,045千円 

平成14年度 

2,823,100千円 
2,924,100千円 

平成14年度 
　＝14,171,420千円 
　　　　（37.11％） 

平成13年度 
　＝14,550,777千円 
　　　　（38.45％） 

平成14年度 
　＝24,018,580千円 
　　　　（62.89％） 

平成13年度 
　＝23,289,223千円 
　　　　（61.55％） 

自主財源（　）内は構成比 

依存財源（　）内は構成比 

議会費 
413,804千円 

総務費 
3,621,726千円 

民生費 
7,833,713千円 

衛生費 
8,968,716千円 

土木費 
6,678,878千円 

消防費 
1,790,320千円 

教育費 
4,072,689千円 

災害復旧費 
9千円 

公債費 
3,618,906千円 

諸支出金 
549,432千円 

予備費 
100,000千円 

労働費 64,332千円 商工費 266,726千円 
農林水産業費 210,749千円 

歳
入
の
内
訳（
一
般
会
計
）

歳
出
の
内
訳（
一
般
会
計
）

総額は728億5,327万１千円
～市民生活優先の予算を編成～

平成14年度
予 算 案

平成14年度会計別予算の総括表

549,566

1,397,435

9,354,382

4,216,893
9,735,049

3,990,288

29,243,613

5,419,658

72,853,271

1,514,309

530,886

8,535,273

3,452,016
8,917,922

3,877,596

26,828,002

4,917,278

69,585,280

△964,743

866,549

819,109

764,877
817,127

112,692

2,415,611

502,380

3,267,991

0.75

1.92

12.84

5.79
13.36

5.48

40.14

7.44

100.00

2.18

0.76

12.27

4.96
12.82

5.57

38.55

7.07

100.00

△63.71

163.23

9.60

22.16
9.16

2.91

9.00

10.22

4.70

土 地 取 得 特 別 会 計

区　　　　　分
平成14年度

構成比予算額
千円

38,190,000
％

52.42

平成13年度
構成比予算額

千円
37,840,000

％
54.38

対前年度比較
増減率増減額

千円
350,000

％
0.92一　般　会　計

特
　
別
　
会
　
計

西 平 井 ・ 鰭 ケ 崎 土 地
区画整理事業特別会計

国民健康保険特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

老人保健医療特別会計

公 共 下 水 道 特 別 会 計

計

水 道 事 業 会 計

合 計

平成14年度予算は、市民生活優先の行財政運営を念頭に、各種の行政課題や市民のニーズを

的確に捉え、必要性、緊急性および事業効率等を十分検討し編成しました。

また、今後の経済情勢をも視野に入れ、「流山市行政改革大網」の理念に基づき、各種事業の

見直しを行うなど、今後も積極的に行政改革に取り組んでいくとともに、「新行財政運営システ

ム（CAP21）」により、一層の効率的・効果的な行財政運営を推進していきます。

本市の平成14年度当初予算案は、一般会計で対前年度比0.92パーセントと微増の381億９千万

円、これに、特別会計および水道事業会計を合わせた予算総額は、対前年度比4.7パーセント増

の728億5,327万１千円となりました。

【歳　入】

主な増減については、市税が、景気低迷の影響等により対前年度比0.27パーセントの減となり

ました。繰入金では、事業が本格化する新一般廃棄物処理施設の建設に同基金から５億8,509万

６千円および平成17年度の開業を目指す、つくばエクスプレス事業にふるさと21まちづくり基

金から３億6,111万９千円のほか、財政調整積立基金から13億2,000万円を取り崩すなど、対前年

度比49.96パーセントの増となりました。一方、地方交付税が、対前年度比13.89パーセントの減

となる厳しい財政状況の中、経費全般について「最小の経費で最大の効果」を基本理念に、市

民生活優先の各種事務事業の推進を図るため、財源の確保に努めました。

【歳　出】

新一般廃棄物処理施設建設事業や、つくばエクスプレス関連事業の円滑な推進を図るなど、

市民サービスの向上と市民福祉の増進を第一に、市民生活優先の予算編成に努めました。

平
成
14
年
度

施
政
方
針
と
主
な
事
業



（３） 平成14年３月15日（金曜日） 第１０１４号
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廃
棄
物
処
理
対
策

造成工事が進むごみ焼却施設用地

明るい暮らしづくりは、まず健康管理から

「
人
と
環
境
が
調
和
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
都
市
」
を
目
指
し
、
市
民
・

事
業
者
・
市
が
一
体
と
な
っ
て
推

進
し
て
い
る
「
ご
み
減
量
・
資
源

化
行
動
計
画
」
を
平
成
十
四
年
度

以
降
も
継
続
し
て
推
進
し
、
ご
み

の
減
量
・
資
源
化
を
さ
ら
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

新
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
お
よ
び

ご
み
焼
却
場
施
設
建
設
工
事
の
安

全
祈
願
祭
も
無
事
執
り
行
わ
れ
、

建
築
確
認
が
下
り
次
第
、
工
事
に

着
工
す
る
予
定
で
、
現
在
、
杭
打

ち
に
向
け
て
、
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
用
地
造
成
工

事
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
部
分
の
工
事
が

完
成
し
、
残
り
の
部
分
も
三
月
二

十
日
の
工
期
内
に
は
、
完
成
す
る

予
定
で
す
。
地
元
か
ら
提
出
さ
れ

て
い
る
、
ご
み
焼
却
施
設
建
設
に

係
る
要
望
書
に
つ
い
て
は
、
現
在

庁
内
各
部
署
間
で
、
協
議
・
調
整

中
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、
平
成
十
四
年

度
中
の
稼
働
、
ご
み
焼
却
施
設
は
、

平
成
十
五
年
度
中
の
稼
働
に
向
け

て
、
引
き
続
き
事
業
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
建
設
に
伴
う
周
辺
道
路
や
汚

水
管
敷
設
工
事
、
上
水
道
整
備
な

ど
の
関
連
す
る
諸
事
業
に
つ
い
て
、

一
体
的
に
進
め
、
施
設
の
稼
働
時

に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
周
辺
環

境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

生
態
系
に
配
慮
し
た
公
園
・
緑

地
・
水
辺
等
空
間
の
整
備
・
管
理

市
が
施
行
す
る
西
平
井
・
鰭
ケ

崎
地
区
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
園
用
地

の
公
共
施
設
管
理
者
負
担
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

地
域
特
性
に
合
っ
た
良
好
な
市

街
地
整
備

県
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
お
よ

び
県
住
宅
供
給
公
社
と
の
連
携
を

図
り
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
整
備
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す

る
と
と
も
に
、
三
輪
野
山
第
二
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
円
滑
な

推
進
の
た
め
に
支
援
し
て
い
き
ま

す
。個

性
あ
る
公
共
空
間
・
歴
史
環

境
の
形
成
と
保
全

市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
、
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
を
目
指
し
た

下
水
道
整
備

市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
公

共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る
た

め
、
既
成
市
街
地
地
区
お
よ
び
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
区

域
内
で
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

土
地
利
用
・
生
活
環
境
に
配
慮

し
た
道
路
整
備

江
戸
川
台
地
区
の
東
西
を
結
ぶ

東
武
二
〇
〇
号
踏
切
を
拡
幅
す
る

と
と
も
に
、
前
ケ
崎
・
向
小
金
一

号
補
助
幹
線
道
路
拡
幅
改
良
お
よ

び
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
十
一

号
線
道
路
改
良
事
業
等
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
川
新
橋

に
つ
い
て
も
、
早
期
実
現
に
向
け
、

県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と

協
議
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

安
全
性
と
快
適
性
を
兼
ね
備
え

た
河
川
・
排
水
路
整
備

南
流
山
地
区
の
浸
水
被
害
の
解

消
に
向
け
、
準
用
河
川
神
明
堀
の

河
道
改
修
を
進
め
る
と
と
も
に
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備

区
域
の
流
末
と
な
っ
て
い
る
準
用

河
川
八
木
川
の
改
修
を
進
め
る
ほ

か
、
公
共
下
水
道
大
堀
川
三
号
雨

水
幹
線
整
備
も
引
き
続
き
進
め
て

い
き
ま
す
。

水
需
要
に
応
じ
た
水
道
事
業
の

展
開つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
に

よ
る
ま
ち
開
き
に
備
え
、（
仮
称
）

西
初
石
配
水
場
新
設
工
事
等
の
設

計
委
託
を
行
う
ほ
か
、
浄
水
場
施

設
設
備
の
運
転
業
務
を
平
日
夜
間
、

土
・
日
曜
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年

始
に
つ
い
て
委
託
し
て
い
き
ま

す
。豊

か
で
美
し
い
生
活
環
境
の
創

造「
循
環
型
社
会
の
構
築
」
お
よ
び

「
自
然
と
の
共
生
」
と
い
う
概
念
を

根
幹
に
、
環
境
保
全
の
た
め
の
基

本
的
方
針
と
な
る
環
境
基
本
計
画

を
平
成
十
三
年
度
か
ら
三
カ
年
で

策
定
し
ま
す
。

自
然
災
害
・
都
市
災
害
へ
の
備

え
と
予
防

東
分
署
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

お
よ
び
消
防
団
第
二
十
二
分
団
の

普
通
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
を
行

い
、
地
域
住
民
の
安
全
に
寄
与
し

ま
す
。
ま
た
、
高
度
救
命
処
置
体

制
の
拡
充
お
よ
び
市
民
の
救
命
率

の
向
上
を
図
る
た
め
、
救
急
救
命

士
の
養
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
安
全
性
と
快
適

性
の
確
保

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
与
事
業

を
行
う
団
体
へ
の
助
成
を
引
き
続

き
実
施
す
る
ほ
か
、
防
犯
協
会
の

事
業
を
支
援
し
、
平
穏
で
安
全
な

生
活
環
境
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

市
民
の
主
体
的
連
帯
活
動
に
支

え
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

第
二
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
の

ト
イ
レ
を
洋
式
化
し
、
利
用
者
の

利
便
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も

が
で
き
る
生
涯
学
習
の
推
進

平
成
十
三
年
度
に
実
施
し
た
Ｉ

Ｔ
講
習
会
に
続
き
、
中
央
公
民
館

で
初
級
者
お
よ
び
中
級
者
に
も
対

象
を
広
げ
た
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
学
習
機
会

の
場
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
公
民

館
の
祝
日
開
館
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

個
性
を
生
か
す
教
育
環
境
の
基

盤
充
実

市
内
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

小
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
質

の
低
下
を
招
く
こ
と
な
く
、
コ
ス

ト
低
減
を
意
図
し
、
四
月
か
ら
自

校
複
合
方
式
を
長
崎
小
学
校
と
八

木
南
小
学
校
で
試
行
的
に
実
施
し

ま
す
。

さ
ら
に
、
生
徒
個
々
の
体
型
に

合
わ
せ
、
机
面
寸
法
を
拡
大
し
、
高

さ
を
自
由
に
調
節
で
き
る
机
と
い

す
を
計
画
的
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
八
木
北
小
学
校
ほ
か
六

校
で
、
校
舎
耐
震
診
断
を
年
次
計

画
に
沿
っ
て
実
施
す
る
ほ
か
、
北

部
中
学
校
お
よ
び
東
部
中
学
校
で

は
校
舎
等
の
大
規
模
改
造
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
教

育
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
サ
ポ

ー
ト
教
員
を
中
学
校
二
校
に
派
遣

し
ま
す
。

な
が
れ
や
ま
市
民
文
化
の
継
承

と
醸
成

発
掘
調
査
現
場
の
見
学
会
、
出

土
品
の
展
示
会
等
に
よ
る
文
化
財

調
査
成
果
公
開
事
業
を
通
し
て
、

流
山
の
歴
史
や
文
化
に
対
す
る
理

解
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
の
音
響
施
設

が
老
朽
化
し
た
た
め
、
シ
ス
テ
ム

の
更
新
を
行
い
ま
す
。

国
際
社
会
へ
の
対
応

今
後
の
国
際
化
の
推
進
に
つ
い

て
、
国
際
姉
妹
都
市
交
流
を
も
視

野
に
入
れ
た
推
進
方
策
の
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
が
健
や
か
に

生
ま
れ
育
つ
環
境
づ
く
り

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援

す
る
た
め
、
相
互
援
助
活
動
を
行

う
会
員
組
織
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

そ
の
業
務
を
引
き
続
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
委
託
し
ま
す
。
ま
た
、
私
立

保
育
所
の
（
仮
称
）
み
や
ぞ
の
保

育
園
の
創
設
に
際
し
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

市
で
は
、
公
立
の
保
育
所
と
と

も
に
、
私
立
保
育
所
の
運
営
に
つ

い
て
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
が
、

今
後
も
官
民
が
協
力
し
な
が
ら
保

育
行
政
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
美
田
保
育
所
お
よ

び
中
野
久
木
保
育
所
の
給
湯
器
設

置
工
事
等
を
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
の
た
め
の
事
業

高
齢
者
の
自
立
生
活
の
助
長
と

要
介
護
状
態
へ
の
予
防
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
生
き
が
い
活
動
支

援
通
所
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
生
活

管
理
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
の
要
介

護
高
齢
者
お
よ
び
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
等
に
対
し
て
、
訪
問
理
・
美

容
サ
ー
ビ
ス
や
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
在
宅
高
齢
者
介
護

予
防
・
生
活
支
援
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
等
を
対
象
に
、
高

齢
者
が
生
き
が
い
を
持
て
る
よ
う

日
常
動
作
訓
練
や
高
齢
者
同
士
の

情
報
交
換
を
行
う
「
高
齢
者
ふ
れ

パ
ソ
コ
ン
講
座
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

多
様
な
方
面
か
ら
の
農
業
の
振

興
生
産
性
の
高
い
農
業
の
確
立
に

向
け
、
イ
チ
ゴ
栽
培
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
　

国
の
ｅ
―
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点
計

画
で
、
平
成
十
五
年
度
を
期
限
と

し
た
す
べ
て
の
市
町
村
に
対
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
接
続
要
請
を

受
け
、
県
で
は
独
自
の
計
画
策
定

な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
本
市

で
も
、
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
庁
内
の
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
早
急
に
庁
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
厳
し
い

財
政
事
情
の
中
で
も
環
境
整
備
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
等
の
市
民
活
動
を

支
援
し
て
い
く
た
め
の
指
針
づ
く

り
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

公
有
地
を
適
正
か
つ
効
率
的
に

管
理
す
る
た
め
に
、
公
有
財
産
台

帳
の
電
磁
記
録
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

全
庁
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業

本
庁
と
外
部
施
設
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
用
に
よ
る
情
報
の
共
有

化
、
事
務
処
理
の
迅
速
化
等
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

平
成
十
三
年
度
中
に
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
こ
の
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
市
が
先
導
的
な

役
割
を
果
し
て
い
き
ま
す
。

あ
い
の
家
」
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
老

人
医
療
費
が
県
内
ト
ッ
プ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
老
人
医
療
費
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
の
分
析
を
し
て

い
き
ま
す
。

障
害
者
の
た
め
の
施
策

心
身
の
発
達
や
成
長
に
心
配
の

あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
相
談
の
場

と
し
て
、
医
師
等
を
ス
タ
ッ
フ
に

加
え
た
療
育
相
談
室
を
つ
ば
さ
学

園
内
に
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
精

神
保
健
福
祉
が
県
か
ら
市
へ
と
移

管
さ
れ
る
中
で
、
精
神
障
害
者
の

地
域
に
お
け
る
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
設
置
・
運

営
す
る
精
神
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
運
営
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
き
ま
す
。

健
康
で
明
る
い
暮
ら
し
づ
く
り

骨
量
減
少
者
の
早
期
発
見
と
骨

粗
し
ょ
う
症
の
予
防
の
た
め
、
四

十
歳
お
よ
び
五
十
歳
の
女
性
を
対

象
に
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
の
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
、
基
本
健
康
診
査
で
の

Ｃ
型
肝
炎
検
診
を
始
め
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

障
害
者
が
利
用
し
や
す
く
す
る

た
め
に
、
文
化
会
館
の
一
階
ト
イ

レ
を
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ
に
改

修
し
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
環

境
・
基
盤
づ
く
り

中
小
企
業
の
育
成
・
振
興
に
向

け
、
事
業
所
間
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
の
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
中
高
年
の
再
就

職
の
推
進
を
図
る
た
め
、
中
高
年

整
備
・
開
発
と

自
然
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
流
山

生
活
の
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
流
山

学
び
、
受
け
継
が
れ
、

進
展
す
る
流
山

誰
も
が
充
実
し
た

生
涯
を
お
く
る
こ
と
の

で
き
る
流
山

賑
わ
い
と
活
気
に

満
ち
た
流
山

公
・
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
構
想
実
現
と
効
率

的
、
効
果
的
な
行
財
政
運
営



市
政
の
一
般
報
告

【
旧
千
葉
地
方
法
務
局
流
山
出

張
所
跡
地
の
取
得
完
了
】

市
役
所
本
庁
事
務
室
の
狭
隘
の

解
消
と
機
構
改
革
に
伴
う
事
務
室

等
の
確
保
の
た
め
に
、
買
収
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
、
平
成
十
四
年

一
月
三
十
一
日
付
け
で
国
と
の
契

約
締
結
が
完
了
し
、
土
地
開
発
基

金
に
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
回
の
取
得
物
件
は
、
所
在
地

が
平
和
台
一
丁
目
三
番
一
、
土
地

が
、
一
千
三
十
・
七
六
平
方
メ
ー

ト
ル
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
平
屋
建
て
三
百
四
十
二
・

六
四
平
方
メ
ー
ト
ル
な
ら
び
に
付

属
し
た
十
七
・
四
四
平
方
メ
ー
ト

ル
の
建
物
計
三
百
六
十
・
〇
八
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
売
買
代
金
一
億

四
千
二
百
二
十
四
万
七
千
円
で
す
。

な
お
、
取
得
し
た
既
存
建
物
に

つ
い
て
は
、
内
部
の
一
部
を
改
修

す
る
ほ
か
、
事
務
室
の
確
保
の
た

め
、
同
地
に
新
た
に
百
二
十
三
・

〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
プ
レ
ハ
ブ

を
リ
ー
ス
で
確
保
し
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
平
成
十
四
年
三
月
末
に
は

完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

【
組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
伴

う
事
務
室
の
移
転
】

先
の
平
成
十
三
年
第
三
回
定
例

会
で
、
議
決
さ
れ
た
部
設
置
条
例

の
一
部
改
正
を
受
け
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
念
頭
に
置
き
、
組

織
・
機
構
の
見
直
し
と
と
も
に
、

事
務
の
効
率
化
・
事
務
環
境
の
整

備
等
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
た

結
果
、
本
庁
事
務
室
の
一
部
を
移

転
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
、
大
幅
な
移
転
と
な

る
の
は
、
第
二
庁
舎
一
階
部
分
の

経
済
環
境
部
と
保
健
福
祉
部
で
す
。

両
部
は
、
こ
れ
ま
で
事
務
室
の

狭
隘
と
い
う
共
通
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
来
庁
さ
れ
る
市
民
の
皆
様

に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
し

た
が
、
旧
千
葉
地
方
法
務
局
流
山

出
張
所
跡
地
が
取
得
で
き
た
こ
と

か
ら
、
同
地
に
あ
る
既
存
建
物
の

改
修
お
よ
び
二
階
建
て
プ
レ
ハ
ブ

を
経
済
環
境
部
の
事
務
室
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
と
し
、
保
健
福
祉

部
は
、
経
済
環
境
部
が
使
用
し
て

い
た
執
務
場
所
を
含
め
た
第
二
庁

舎
一
階
フ
ロ
ア
ー
全
部
を
使
用
し
、

市
民
の
利
便
向
上
お
よ
び
事
務
室

の
狭
隘
の
解
消
を
図
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
第
一
庁
舎
一
階
お

よ
び
二
階
部
分
、
第
二
庁
舎
二
階

部
分
も
多
少
の
移
動
等
が
生
じ
ま

す
が
、
平
成
十
四
年
四
月
の
ス
タ

ー
ト
に
向
け
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

停
滞
を
招
か
ぬ
よ
う
に
万
全
を
期

す
よ
う
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。な

お
、
新
た
な
組
織
・
機
構
お

よ
び
事
務
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
は
、

平
成
十
四
年
四
月
一
日
号
の
「
広

報
な
が
れ
や
ま
」
で
お
伝
え
し
ま

す
。

【
流
山
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
の
策
定
】

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
平
成
十
年
三
月
に
策
定

し
た
「
流
山
市
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
『
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
な
が
れ
や
ま
』」
を
平
成

十
二
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
市

の
総
合
計
画
に
位
置
付
け
、
具
体

的
な
事
業
を
明
示
し
た
「
行
動
計

画
」
の
策
定
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

こ
の
行
動
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
二

カ
年
を
か
け
て
庁
内
組
織
で
あ
る

「
流
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
本

部
」
の
研
究
会
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、「
広
報

な
が
れ
や
ま
」
に
よ
る
意
見
募
集

や
意
見
交
換
会
等
を
開
催
す
る
な

ど
、
市
民
の
意
見
の
反
映
に
も
努

め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
月
二
十
二
日
、
市

男
女
共
同
参
画
審
議
会
か
ら
「
流

山
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
案
」

に
つ
い
て
答
申
を
頂
い
た
の
で
、

三
月
中
に
同
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま

す
。【

ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場
の

使
用
料
金
の
改
定
】

東
葛
中
部
地
区
総
合
開
発
事
務

組
合
が
運
営
す
る
火
葬
場
「
ウ
イ

ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場
」
の
使
用
料

金
を
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

改
正
す
る
こ
と
が
、
二
月
十
四
日

に
開
催
さ
れ
た
東
葛
中
部
地
区
総

合
開
発
事
務
組
合
の
議
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
に
火
葬
場
が
建

設
さ
れ
て
以
来
、
四
十
年
近
く
火

葬
料
金
が
据
え
置
か
れ
て
き
ま
し

た
が
、
利
用
者
に
適
切
な
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
料
金
改
定

を
行
う
も
の
で
す
。

主
な
改
正
内
容
は
、
組
合
内
の

十
五
歳
以
上
の
火
葬
料
金
を
現
行

の
千
五
百
円
か
ら
二
千
円
に
、
大

式
場
の
使
用
料
を
五
万
円
か
ら
七

万
円
に
、
ま
た
小
式
場
の
使
用
料

を
三
万
円
か
ら
五
万
円
に
引
き
上

げ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

【
障
害
者
基
本
計
画
の
見
直
し
】

計
画
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
、
当
事
者
の
意
見
を
尊
重
す

る
立
場
か
ら
、
市
内
の
障
害
者
六

団
体
の
各
代
表
や
障
害
者
福
祉
関

係
者
か
ら
な
る
障
害
者
福
祉
推
進

会
議
を
軸
に
、
計
七
回
に
わ
た
り

協
議
・
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
現
計
画
の
「
共
に

生
き
、
共
に
築
く
、
私
た
ち
の
ま

ち
流
山
」
と
い
う
基
本
理
念
と
施

策
体
系
は
基
本
的
に
継
承
す
る
こ

と
と
し
、
計
画
期
間
に
つ
い
て
も

現
行
ど
お
り
、
平
成
十
六
年
度
ま

で
と
し
ま
し
た
。

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

障
害
者
福
祉
が
平
成
十
五
年
度
か

ら
措
置
制
度
か
ら
支
援
費
制
度
へ

移
行
す
る
こ
と
や
、
平
成
十
四
年

度
か
ら
精
神
障
害
者
福
祉
業
務
が

県
か
ら
市
へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
等
、

制
度
改
正
に
合
わ
せ
た
施
策
や
体

制
整
備
を
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で

す
。こ

と
し
一
月
、
こ
の
障
害
者
福

祉
推
進
会
議
に
よ
る
原
案
を
福
祉

施
策
審
議
会
に
諮
問
し
、
二
月
二

十
日
に
は
「
基
本
的
に
了
承
す
る
」

旨
の
答
申
を
頂
き
、
現
在
こ
の
答

申
書
に
添
え
ら
れ
た
付
帯
意
見
を

基
に
最
終
調
整
を
進
め
て
お
り
、

本
年
度
内
に
は
見
直
し
計
画
書
と

し
て
ま
と
め
上
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
児
童
虐
待
防
止
対
策
連
絡
協

議
会
】

児
童
虐
待
防
止
対
策
連
絡
協
議

会
は
、
本
市
の
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン

の
中
で
平
成
十
五
年
度
ま
で
に
設

立
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
協
議
会
の
趣
旨
は
、

児
童
虐
待
に
つ
い
て
、
迅
速
か
つ

適
切
な
手
続
き
に
よ
り
積
極
的
で

効
率
的
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
関

係
各
機
関
が
集
ま
り
、
情
報
交
換

や
有
識
者
に
よ
る
助
言
を
頂
き
な

が
ら
共
通
認
識
を
深
め
、
効
果
的

な
援
助
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
設
立

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

同
協
議
会
は
、
児
童
相
談
所
や

保
健
所
、
警
察
、
教
育
関
係
、
民

生
児
童
委
員
、
青
少
年
相
談
員
、

人
権
擁
護
委
員
、
医
師
会
等
関
係

機
関
の
十
五
人
の
委
員
で
構
成
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
各

機
関
に
対
し
て
人
選
を
依
頼
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
が
固

ま
り
次
第
、
設
立
し
、
児
童
虐
待

防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
ご
み
焼
却
施
設
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
測
定
結
果
】

本
年
度
の
後
期
の
測
定
と
し
て
、

昨
年
の
十
月
二
十
五
日
に
二
号
炉
、

十
二
月
七
日
に
一
号
炉
の
測
定
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
が
平
成
十
四

年
二
月
十
三
日
に
検
査
機
関
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

測
定
数
値
は
、
一
号
炉
の
電
気

集
じ
ん
器
出
口
排
ガ
ス
濃
度
が
一

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
、
〇
・
二

八
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
二
号
炉
で
は
、

同
じ
く
〇
・
一
二
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
十
四
年
十
二

月
一
日
以
降
の
基
準
値
一
ナ
ノ
グ

ラ
ム
を
ク
リ
ア
で
き
る
数
値
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
国
が
示

す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
維
持
管

理
基
準
に
沿
っ
た
運
転
管
理
等
の

徹
底
を
図
り
、
一
層
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
削
減
と
安
全
の
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

【
東
武
野
田
線
豊
四
季
駅
自
由
通

路
】東

武
野
田
線
豊
四
季
駅
の
南
口

開
設
に
つ
い
て
は
、
柏
市
と
流
山

市
が
共
同
で
東
武
鉄
道
株
式
会
社

と
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
、
南
口
と
北
口
を
結
ぶ

自
由
通
路
の
設
置
に
つ
い
て
、
関

係
者
間
の
協
議
が
整
い
、
平
成
十

三
・
十
四
年
度
の
二
カ
年
事
業
に

よ
り
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

自
由
通
路
は
、
二
十
四
時
間
い

つ
で
も
利
用
で
き
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
豊
四
季
駅
を
利
用
す
る
市
民

の
利
便
性
向
上
に
寄
与
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
完
全
学
校
週
五
日
制
な
ら
び

に
新
学
習
指
導
要
領
全
面
実
施
へ

の
対
応
】

平
成
十
四
年
度
か
ら
始
ま
る
完

平成14年
流山市議会
第1回定例会

早期開設が望まれる豊四季駅南口

充実した設備のウイングホール柏斎場

平成14年３月15日（金曜日） （４）第１０１４号

市
政
の
一
般
報
告

平
成
十
四
年
市
議
会
第
一
回

定
例
会
の
冒
頭
、
眉
山
市
長
は

九
項
目
に
つ
い
て
市
政
の
一
般

報
告
を
し
ま
し
た
。
そ
の
項
目

は
、「
旧
千
葉
地
方
法
務
局
流

山
出
張
所
跡
地
の
取
得
完
了
」

「
組
織
･
機
構
の
見
直
し
に
伴

う
事
務
室
の
移
転
」「
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
」「
ウ

イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場
の
使
用

料
金
の
改
定
」「
障
害
者
基
本

計
画
の
見
直
し
」「
児
童
虐
待

防
止
対
策
連
絡
協
議
会
」「
ご

み
焼
却
施
設
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
測
定
結
果
」「
東
武
野
田

線
豊
四
季
駅
自
由
通
路
」「
完

全
学
校
週
五
日
制
な
ら
び
に
新

学
習
指
導
要
領
全
面
実
施
へ
の

対
応
」
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
要
約
し
て
掲
載
し

取
得
手
続
き
の
済
ん
だ
旧
千
葉
地

方
法
務
局
流
山
出
張
所

全
学
校
週
五
日
制
は
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
社
会
が
互
い
に
協
力
し

て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を

狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自

然
・
社
会
体
験
や
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
な
ど
の
有
意
義
な
活
動
を

通
じ
て
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
ん

で
ほ
し
い
と
考
え
、
子
ど
も
た
ち

の
体
験
活
動
の
場
と
機
会
の
確
保

に
努
め
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
図

書
館
や
博
物
館
な
ど
の
社
会
教
育

施
設
を
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
も

の
と
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
や
子
ど
も
会
な
ど
の
活
動

を
応
援
し
、
地
域
で
の
子
ど
も
た

ち
の
活
動
を
生
き
生
き
と
し
た
も

の
に
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
小
・
中
学
校
で
は
、
平

成
十
四
年
度
か
ら
新
し
い
学
習
指

導
要
領
が
全
面
実
施
さ
れ
、
各
学

校
で
は
、「
確
か
な
学
力
」
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

分
か
り
や
す
い
授
業
を
展
開
し
、

個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
と
、
基

礎
・
基
本
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え

る
力
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
が
新
設
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
人
材
を
活

用
し
た
幅
広
い
学
習
、
職
場
体
験

や
高
齢
者
と
の
交
流
な
ど
、
体
験

活
動
の
機
会
や
場
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

市
と
し
て
は
、
完
全
学
校
週
五

日
制
、
新
学
習
指
導
要
領
全
面
実

施
を
契
機
に
、
子
ど
も
た
ち
に

「
生
き
る
力
」
と
「
確
か
な
学
力
」

を
育
て
る
た
め
、
家
庭
や
地
域
の

人
々
と
共
に
子
ど
も
を
育
て
て
い

く
と
い
う
「
開
か
れ
た
学
校
」
づ

く
り
と
地
域
や
子
ど
も
た
ち
の
実

態
に
応
じ
た
「
特
色
あ
る
学
校
」

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。



台風や大雨など、悪天候時の注意報や警報を発

令する際の県内の区域が見直されたため、より詳

細な気象情報を得ることが可能になりました。

これは、県内を従来の北西部、北東部、南部に

分けた３区域を「一次細分区域」、局地的な豪雨

など悪天候の範囲が細かく限定できる場合は、県

内を７区域（本市は｢東葛飾」に該当）に分けた

｢二次細分区域」に設定したものです。

なお、天気予報は、今までどおり3区域別で発

表されます。

□問総務課�７１５０―６０６７

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
四

月
一
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
今
月
二
十

二
日
ご
ろ
、
世
帯
主
あ
て
に
郵
送

し
ま
す
。
有
効
期
限
は
、
平
成
十

五
年
三
月
三
十
一
日
で
す
。

今
ま
で
の
保
険
証
は
、
四
月
一

日
か
ら
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

国
保
年
金
課
ま
た
は
最
寄
り
の
出

張
所
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
は
、
他
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
す
べ
て

の
方
が
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
表

の
よ
う
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
世
帯
主
が
十
四
日
以
内
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
加
入

期
間
が
二
十
年
以
上
、
ま
た
は
四

十
歳
以
降
に
十
年
以
上
の
公
的
年

金
（
国
民
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど

を
除
く
）
受
給
権
を
有
す
る
方
が
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合
、

「
退
職
者
医
療
制
度
」
の
対
象
と
な

り
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
三

割
か
ら
二
割
に
軽
減
さ
れ
ま
す

（
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
る

方
を
除
く
）。

該
当
す
る
方
は
、
年
金
証
書
と

保
険
証
を
持
っ
て
国
保
年
金
課
ま

た
は
出
張
所
で
届
け
出
を
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
収
入
が
一
定
金
額
以
下
の

場
合
は
、
家
族
が
勤
務
先
で
加
入

し
て
い
る
社
会
保
険
の
扶
養
に
な

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

社
会
保
険
の
扶
養
に
な
る
と
国

保
料
を
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り

ま
す
。
社
会
保
険
料
は
、
被
扶
養

者
が
増
え
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

扶
養
認
定
基
準
額
は
、
年
間
収

入
が
百
三
十
万
円
（
六
十
歳
以
上

の
方
お
よ
び
障
害
者
の
方
は
百
八

十
万
円
）
未
満
で
す
。
※
社
会
保

国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
は
、

景
気
の
低
迷
が
続
き
、
保
険
料
収

入
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
一
方
、
医

療
費
の
支
出
が
伸
び
て
お
り
、
依

然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
平
成
十
四
年
度

医
療
分
の
保
険
料
率
の
改
正
に
つ

い
て
、
現
在
、
市
議
会
で
審
議
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
保
財
政
を
健
全
に
運
営
す
る

た
め
に
は
、
国
保
制
度
に
つ
い
て

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

必
要
で
す
。
国
保
料
を
ま
だ
納
め

病
気
や
け
が
、
そ
の
他
の
事
情

で
国
保
料
の
納
付
が
困
難
な
方
を

対
象
に
、
出
張
納
付
相
談
会
を
開

き
ま
す
。

特
別
な
事
情
が
な
い
ま
ま
国
保

料
を
納
付
し
な
い
と
、
一
年
間
有

効
の
保
険
証
に
代
え
て
、
短
い
期

間
し
か
使
え
な
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
や
自
己
負
担
が
十
割
の

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
と
な
り
ま

す
。▽

期
日
／
場
所
＝
①
４
月
16
日

�
／
北
部
公
民
館
②
４
月
17
日

�
／
初
石
公
民
館
③
４
月
18
日

�
／
南
流
山
セ
ン
タ
ー
④
４
月
19

日
�
／
東
部
公
民
館
⑤
４
月
20
日

�
・
21
日
�
／
市
役
所
国
保
年
金

課
▽
時
間
＝
①
〜
④
は
13
時
30
分

〜
16
時
30
分
、
⑤
は
10
時
〜
16
時

30
分

て
い
な
い
方
は
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

険
に
よ
り
認
定
基
準
が
異
な
る
場

合
あ
り

「
平
成
十
三
年
度
市
長
賞
」
の

授
与
式
が
二
月
二
十
二
日
、
市
議

会
議
場
で
行
わ
れ
、
小
学
生
五
人
、

中
学
生
十
三
人
、
三
団
体
が
受
賞

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
文
化
･
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

児
童
・
生
徒
に
、
毎
年
市
長
か
ら

贈
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
市
内
教
育
の
発
展
に
貢

献
し
た
教
職
員
へ
の
教
育
委
員
会

表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

【
市
長
賞
・
個
人
】

▽
工
藤
義
之
（
八
木
南
小
５

年
／
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切

に
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
小

学
校
の
部
最
優
秀
賞
）
▽
久
保
沙

央
理
（
江
戸
川
台
小
６
年
／
障
害

者
の
日
ポ
ス
タ
ー
募
集
小
学
生
の

部
千
葉
県
知
事
賞
）
▽
櫻
井
美
里

（
西
初
石
小
６
年
／
全
日
本
年
賀
状

版
画
・
絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
日
本

郵
便
友
の
会
協
会
長
賞
）
▽
堀
内

駿
吾
（
南
流
山
小
３
年
／
全
国
あ

ん
ざ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
３
年

生
の
部
第
１
位
・
全
国
小
中
学
生

通
信
珠
算
競
技
大
会
小
学
校
２
年

生
以
下
の
部
第
１
位
）
▽
堀
内
祥

加
（
南
流
山
小
６
年
／
全
日
本
珠

算
競
技
大
会
読
上
暗
算
競
技
小
学

生
の
部
優
勝
・
全
国
計
算
競
技
大

会
小
学
生
の
部
最
優
秀
）
▽
若
桑

茉
佑
（
南
部
中
２
年
／
ピ
テ
ィ

ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

東
日
本
Ｅ
級
前
期
地
区
本
選
ソ
ロ

部
門
第
３
位
）
▽
住
吉
亜
紗
子

（
南
部
中
２
年
／
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア

ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
東
日
本
Ⅲ

地
区
本
選
ソ
ロ
部
門
Ｄ
級
第
１
位
）

▽
臼
井
聡
美
（
南
部
中
３
年
／

「
修
学
旅
行
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
中

学
生
の
部
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学

大
臣
奨
励
賞
）
▽
伊
東
歩
（
南
部

中
３
年
／
「
修
学
旅
行
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」
中
学
生
の
部
優
秀
賞
・

全
日
本
中
学
校
長
会
会
長
賞
）
▽

林
貴
之
（
常
盤
松
中
３
年
／
千
葉

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
卓
球
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
）
▽
磯
谷
多

美
（
常
盤
松
中
３
年
／
千
葉
県
中

学
校
英
語
発
表
会
ス
ピ
ー
チ
の
部

第
１
位
）
▽
青
木
初
美
（
常
盤
松

中
２
年
／
千
葉
県
中
学
校
英
語
発

表
会
暗
唱
の
部
第
１
位
）
▽
大
嶋

遥
菜
（
東
深
井
中
２
年
／
千
葉
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
女
子

個
人
70
�
級
優
勝
・
千
葉
県
中
学

校
新
人
体
育
大
会
柔
道
女
子
個
人

70
�
級
優
勝
）
▽
石
川
雄
大
（
東

深
井
中
２
年
／
千
葉
県
中
学
校
新

人
体
育
大
会
柔
道
男
子
個
人
90
�

級
優
勝
）
▽
篠
田
敬
介
（
八
木
中

２
年
／
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大

会
共
通
男
子
走
り
幅
跳
び
第
２
位
）

▽
岸
本
一
美
（
南
流
山
中
３
年
／

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
ケ
ー

ト
競
技
フ
ィ
ギ
ュ
ア
少
年
男
子
第

２
位
）
▽
宮
内
懸
資
（
西
初
石
中

３
年
／
千
葉
県
中
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
男
子
個
人
戦
ダ

ブ
ル
ス
優
勝
）
▽
谷
口
大
介
（
西

初
石
中
３
年
／
千
葉
県
中
学
校
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
男
子
個

人
戦
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
）

【
市
長
賞
・
団
体
】

▽
南
部
中
吹
奏
楽
部
（
日
本
管

楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
Ａ
部
門
全
国

大
会
最
優
秀
賞
）
▽
西
初
石
中
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
千
葉
県
中
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
男
子

団
体
優
勝
）
▽
全
流
山
（
全
国
中

学
生
Ｋ
ボ
ー
ル
野
球
選
手
権
大
会

優
勝
）

【
教
育
委
員
会
表
彰
】

▽
高
橋
伸
二
（
西
深
井
小
学
校

教
諭
）
▽
八
木
秀
次
（
南
流
山
小

学
校
教
諭
）
▽
山
田
信
彦
（
常
盤

松
中
学
校
教
諭
）
▽
篠
田
毅
典

（
北
部
中
学
校
教
諭
）

4
月
か
ら

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

市長賞に小・中学生　　　が輝く

気象警報の発表が７区域に細分化

警報発令時の流山市は「東葛飾」に
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各
方
面
で
活
躍
し
た
受
賞
者
の
皆
さ
ん

18人
3団体

自
己
負
担
２
割
の

退
職
者
医
療
制
度

社
会
保
険
の
扶
養
認
定

再
度
基
準
の
確
認
を

医
療
分
の
保
険
料

料
率
の
見
直
し
を
検
討

納
付
困
難
な
方
を
対
象
に

相
談
会
を
開
催

□問
国
保
年
金
課

�
7
1
5
0
―

6
0
7
7

保険料の仕組みなどやさしく解説
～28日に制度説明会～

国民健康保険制度は、毎年のよう
に改正が行われています。平成14年
度は、高齢者および3歳未満児の給
付率の見直しや高額療養費の自己負
担額の見直しなどが予定されていま
す。
市では、国民健康保険に加入して

いる方や、これから加入を予定して
いる方を対象に、制度の説明会を開
催します。
資格の届け出方法や保険給付の内

容、保険料の仕組みなどについてや
さしく解説します。
▽日時＝３月28日�13時30分～15

時▽場所＝南流山センター▽定員＝
30人（先着順）▽内容＝資格の届け
出方法、保険給付の種類、保険料の
仕組みなどを分かりやすく解説▽申
し込み＝きょう15日から電話で国保
年金課へ　

区分 こんなとき 持参するもの

国
保
に
加
入

転入してきたとき

他の健康保険をやめたとき

生活保護を受けなく
なったとき

子どもが生まれたとき

転出したとき

他の健康保険に加入
したとき

生活保護を受けること
になったとき

国
保
を
や
め
る
死亡したとき

そ
　
の
　
他

退職者医療制度に該当
したとき

退職者医療制度に該当
しなくなったとき

住所、世帯主、氏名
などが変わったとき

保険証をなくしたり、汚れ
て使えなくなったとき

就学のため、子どもが他の
市区町村に下宿するとき

長期旅行などで個別の
保険証が欲しいとき

転出証明書

社会保険の離脱証明書等

保護廃止決定通知書

印かん、保険証、預金通帳

保険証

国保と社保の保険証

保険証、保護開始決定
通知書

印かん、保険証、喪主の預金通帳

保険証、年金証書

保険証

保険証

使えなくなった保険証、
身分を証明するもの

保険証、在学証明書

保険証

施設利用助成券の申請
平成14年度分の「あんま、マッサージ、指

圧、はり及びきゅう施設利用助成券」の申請
を、きょう15日から国保年金課または出張所
で受け付けます。

北
東
部

 

北
西
部

 

南 部  
夷隅・安房 

山武・長生 

北西部 東葛飾 
印旛 

香取・海匝 
山武・長生 

君津 
夷隅・安房 

千葉中央 

北東部 

南部 

香取・海匝 

…一次細分 …二次細分 

印旛 

東葛飾 
流山市 

千葉中央 

君津 

人 

人 

細分区域図 

がんばった皆さん、おめでとう

国民健康保険
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市
で
は
、
現
在
、
日
曜
日
と
祝

日
に
限
り
、
市
営
自
転
車
駐
車
場

（
流
山
・
平
和
台
・
鰭
ケ
崎
・
運

河
・
初
石
・
江
戸
川
台
駅
の
周
辺

二
十
一
カ
所
）
を
無
料
で
開
放
し

て
い
ま
す
が
、
四
月
か
ら
完
全
学

校
週
五
日
制
が
始
ま
る
こ
と
に
よ

り
、
市
営
自
転
車
駐
車
場
を
日
曜

日
・
祝
日
に
加
え
、
土
曜
日
に
つ

い
て
も
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

こ
の
無
料
開
放
は
、
同
駐
車
場

日
曜
・
祝
日
に
加
え

４
月
か
ら
土
曜
も
無
料
開
放

点
訳
や
手
話
で
人
助
け

あ
な
た
も
受
講
し
ま
せ
ん
か

市 営
自 転 車
駐 車 場

日
曜
・
祝
日
に
加
え

４
月
か
ら
土
曜
も
無
料
開
放

多くの市民が利用する自転車駐車場

の
日
に
無
登
録
で
駐
車
場
を
利
用

し
た
場
合
は
、
放
置
自
転
車
と
し

て
別
の
場
所
へ
移
送
し
ま
す
の
で

ご
注
意
を

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
８

の
有
効
利
用
を
図
り
な
が
ら
放
置

自
転
車
を
な
く
し
、
地
域
住
民
の

良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た

め
に
試
行
的
に
行
う
も
の
で
す
。

【
利
用
方
法
】

駐
車
場
の
利
用
は
、
当
日

（
土
・
日
曜
、
祝
日
）
に
限
り
、
原

則
と
し
て
無
登
録
で
も
利
用
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
利
用
状
況
に
よ

り
、
一
部
制
限
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
※
土
・
日
曜
、
祝
日
以
外

国民
年金

請求手続き先が４月から変更に

第３号被保険者期間のある方は
社会保険事務所で手続きを

国民年金は、すべての国民を対象に生涯にわたり
老齢、障害、死亡に関して必要な給付を行う、大切
な制度です。この国民年金の請求先が４月から一部
変更になります（下表参照）。年金を請求する際、
第３号被保険者の期間がある方は、あらかじめ社会
保険事務所に問い合わせください。

年金の種類 加　入　期　間　の　区　分 請求先 

老齢基礎年金 

障害基礎年金 

遺族基礎年金 

加入期間が第１号被保険者期間のみの方 
加入期間に第３号被保険者期間がある方 
疾病等の初診日が第１号被保険者期間の方 
疾病等の初診日が第３号被保険者期間の方 
亡くなった日が第１号被保険者期間の方 
亡くなった日が第３号被保険者期間の方 

市国保年金課 
社会保険事務所 
市国保年金課 
社会保険事務所 
市国保年金課 
社会保険事務所 

被 保 険 者 の 区 分

国民年金保険料の納付書発行や納付先も変更に

第１号被保険者 第３号被保険者

自営業、自由業、農
林漁業、学生、無職
の方など

20歳以上60歳未満で
厚生年金や共済組合
の加入者に扶養され
ている配偶者（サラ
リーマンの妻など）

４月から国民年金保険料の納付書の発行や納付先
が、市から国（社会保険庁）に変更になります。こ
の変更により、平成14年３月分までの保険料の納付
は市で確認できますが、平成14年４月以降分は確認
できなくなります。このため、４月以降に発行され
る領収書や口座振替済みの通知書は、大切に保管し
ましょう。なお、平成14年４月以降分の納付書に関
する問い合わせは、松戸社会保険事務所へ。
□問松戸社会保険事務所�０４７－３４５－５５１５
市国保年金課�7150－６１１０

1111111111111
1111111111111
1111111111111
1111111111111
1111111111111
1111111111111
1111111111111
1111111111111
1111111111111
1111111111111
1111111111111
1111111111111
1111111111111

文化会館で
公開講演会

テーマは

「歌は世につれ、世は歌につれ」

六
十
歳
以
上
の
方
の
学
習
の
場
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ゆ
う
ゆ
う

大
学
」
で
は
、
四
月
四
日
に
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
る
公
開
講
演
会
を
文

化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、

「
歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ
」。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
４
月
４
日
�
10
時
〜
12

時
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
定
員
＝
１

０
０
０
人
（
先
着
順
）
▽
テ
ー
マ
＝

「
歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ
」

▽
内
容
＝
中
高
齢
者
の
日
常
生
活
に

密
着
し
た
暮
ら
し
の
中
の
経
済
を
流

行
歌
な
ど
か
ら
楽
し
く
分
析
▽
講

師
＝
江
見
康
一
さ
ん
（
一
橋
大
学
名

誉
教
授
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３
４

６
２

ボランティア
養 成 講 座

市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
手
話

な
ど
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
お
う
と
し
て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
点
訳
講
座
（
経
験
者
コ
ー
ス
）】

▽
日
程
＝
４
月
12
日
〜
平
成
15

年
３
月
28
日
の
金
曜
（
全
36
回
）

▽
時
間
＝
10
時
〜
12
時
▽
場
所
＝

市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
・
在
勤

で
点
訳
初
心
者
コ
ー
ス
修
了
者
ま

た
は
同
等
の
方
／
18
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料
＝
無
料
（
教
材
費
は
自

己
負
担
）
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

【
手
話
教
室
（
入
門
・
基
礎
）】

▽
日
程
＝
４
月
16
日
〜
平
成
15

年
２
月
４
日
の
火
曜
（
全
45
回
）

▽
時
間
＝
18
時
30
分
〜
21
時
▽
場

所
＝
南
流
山
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
・
在
勤
で
手
話

を
初
め
て
習
う
方
／
30
人
（
多
数

抽
選
）
▽
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ

ス
ト
代
は
自
己
負
担
）
▽
申
し
込

み
＝
４
月
９
日
19
時
に
南
流
山
セ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
※
説
明
会
あ

り
。
官
製
ハ
ガ
キ
１
枚
持
参

【
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
】

▽
日
程
＝
４
月
12
日
〜
平
成
15

年
３
月
14
日
の
金
曜
（
全
45
回
）

▽
場
所
＝
北
部
公
民
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
・
在
勤
で
手
話

経
験
が
１
年
以
上
あ
る
方
／
30
人

▽
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担
）
▽
申
し
込
み
＝
４

月
５
日
19
時
に
北
部
公
民
館
で
受

け
付
け
※
受
講
説
明
会
お
よ
び
面

接
あ
り

□問
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
５
―

３
６
３
８

障害を持つ方を対象に
障害を持つ方を対象に

 
　　　　
　　　　

5つの講座を開設
つの講座を開設 障害を持つ方を対象に 

　　　　5つの講座を開設 
～申し込みはお早めに～

身体に障害を持つ方が楽しみながら身体機能の維持向上
や趣味を広げることができる各種講座を開催します。

講座名  日　程  時　間  定員  

10:00～15:00 

10:00～15:00 

10:00～15:00 

10:00～12:00 

13:00～15:00

各15人 

　15人 

　20人 

　15人 

　15人 

木・金曜(各26回) 

第1・3木曜(全24回) 

火曜(全30回) 

第1月曜(全12回) 

月曜(全18回)

機能回復訓練 

音 楽 講 座  

手 芸 講 座  

カラオケ講座 

水 墨 画 講 座  

期　　間 平成14年４月１日～平成15年３月31日
対　　象 身体障害者手帳を持っている18歳以上の市民
受 講 料 無料（教材費は自己負担）
場　　所 市身体障害者福祉センター
申し込み 電話またはファックスで市身体障害者福祉セン

ターへ（先着順）
□問市身体障害者福祉センター�7155－３６３８�7153－３
４３７

日本語を習いたい外国の方　あなたのそばにいませんか？
Nagareyama International Friendship Association(N IFA)  pro-

vides  Japanese  language  classes  for  foreigners  with  communi-

cation  problems．

Place：Bunkakaikan

Date：2nd，3rd，4th，＆ 5th  Wednesday  of  each  month．

Time：10：00am～11：30am

＊ No  tuition  except  texts.

＊ No  charge  for  the  nursery  provided  for  children．

Reference： Nagareyama International Friendship

Association(N IFA) 

Telephone：7150－６０６４

市国際交流協会では、外国の

方を対象に日本語講座を開いて

います。

託児室もあり、お子さんを持

つ方でも安心して受講できま

す。日本語を習いたい外国の方

にぜひ、教えてあげてください。

▽日程＝毎月第２～５水曜▽

時間＝10時～11時30分▽場所＝

文化会館▽受講料＝無料（テキ

スト代は自己負担）▽申し込

み＝電話で企画調整課内国際交

流協会事務局へ
□問企画調整課内同事務局
�7150－６０６４

ポリオの予防接種を受けましょう
会　場 

4　月 5　月 
期　　　日 

保健センター 

文化会館 

南流山センター 

東部公民館 

1日�、4日�、�
8日��

23日�、27日�、�
29日��

28日��

24日�、30日��

31日��

5日��

3日�、9日��

12日��

ポリオの予防接種は、お済みですか。市では、
乳幼児ポリオの集団予防接種を右表の日程で実施
します。母子健康手帳で接種状況を確認し、まだ
受けていない乳幼児は、予防接種を受け、感染症
にかからないようにしましょう。
▽対象＝生後３カ月～７歳半未満児▽申し込

み＝母子健康手帳、予診票を持参し、直接会場へ
※内臓に疾患がある場合には接種を受けられない
こともあります。事前に主治医に相談を
□問保健センター�7154－０３３１

※受付時間はいずれも13時15分～14時15分
※日程は、変更になる場合がありますので、該当
月の１日号の広報ながれやまで確認を

老人 
保健 

4月1日から 
高齢者の自己負担額が改定に 

●外来の場合 

改定前 

改定前 

改定後 

改定後 

１　定額制の診療所 

２　病院および定率制の診療所 

（注） 

１日につき800円　⇒　１日につき850円 

　１カ月に５日以上通院した場合は、その月の５日目以降の通院の自己
負担はありません。 
（注）一部負担金を定額で徴収することを都道府県知事に届け出た診療所 

　一部負担金は医療費の１割ですが、同一の医療機関での負担額が１カ
月に次の額に達したときは、その後の自己負担はありません。 
 

●老人保健の訪問看護を受けた場合 

改定前 改定後 
１　定額制の訪問看護ステーション 

２　定率制の訪問看護ステーション 

（注） 

１日につき600円　⇒　１日につき640円 

改定前 改定後 
１カ月につき3,000円　⇒　１カ月につき3,200円 

　１カ月に６日以上訪問看護を受けた場合は、その月の６日目以降の訪
問看護については、基本利用料の自己負担はありません。 
（注）訪問看護に要した費用を定額で徴収することを都道府県知事に 
　　届け出た訪問看護ステーション 

　一部負担金は、老人保健の訪問看護に要する費用の１割ですが、同一
の訪問看護ステーションの基本利用料が１カ月に次の額に達したときは、
その後の基本利用料の自己負担はありません。 

1

2

医療機関で直接
薬をもらった方 

医療機関で処方
箋をもらい、薬局
で薬をもらった方 

→ 

→ 

1,500円 
1,500円 
 
2,500円 

3,000円 
 
5,000円 

1,600円 
1,600円 
 
2,650円 

3,200円 
 
5,300円 

⇒ 
 
⇒ 

⇒ 
⇒ 
 
⇒ 

高齢者支援課�7150－６０８０ □ 問 

�医療機関で 

�医療機関で 

�ベッド数が200床以上の大病院で受診した方は 

�ベッド数が200床以上の大病院で受診した方は 
　それぞれ 

�薬局で 

Let,s Study Japanese！Let,s Study Japanese！



（７） 平成14年３月15日（金曜日） 第１０１４号

第167回

今月は29日に
ミニオペラ

「ヘンゼルとグレーテル｣

▽日時＝29日�12時15分～▽場

所＝市役所市民ギャラリー▽テー

マ＝ミニオペラ「ヘンゼルとグレ

ーテル｣▽出演＝熊谷道子（ヘンゼ

ル）、橋場征代（グレーテル）、熊

坂正実（お父さん）、熊坂牧子（お

母さん）、戸邉祐子（魔女）、村川

典子（お話）、森寿美子（ピアノ）

□問社会教育課�7150－６１０６

★
聴
力
障
害
者
の
た
め
の
日
曜

教
室▽

日
時
＝
３
月
31
日
�
10
時
〜

13
時
▽
場
所
＝
北
部
公
民
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
で
耳
の
不

自
由
な
方
／
20
人
（
先
着
順
）
▽

内
容
＝
「
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
作
り
」

体
験
教
室
▽
参
加
費
＝
５
０
０
円

▽
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
３
月
29
日
ま
で
に
市
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

□問
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
５
―

３
６
３
８
�
７

１
５
３
―

３
４
３
７

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

必
要
な
防
災
の
知
識
と
応
急
手

当
て
の
技
術
の
習
得
を
目
的
に
災

害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
程
＝
４
月
10
日
�
〜
12
日

★
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
作
品
展

▽
日
程
＝
３
月
22
日
�
〜
24
日

�
▽
時
間
＝
９
時
〜
16
時
30
分

（
22
日
は
13
時
か
ら
、
24
日
は
14
時

30
分
ま
で
）
▽
場
所
＝
初
石
公
民

館
▽
内
容
＝
水
墨
画
、
手
芸
、
盆

栽
、
陶
芸
な
ど
の
作
品
展
示

□問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
２
―

２
３
７
３

学
童
保
育
所
指
導
員
の
募
集

▽
勤
務
内
容
＝
東
小
学
校
お
よ

び
向
小
金
小
学
校
の
１
〜
３
年
生

の
放
課
後
の
保
育
▽
勤
務
地
＝
た

け
の
子
ル
ー
ム
（
向
小
金
２
丁
目
）

□問
た
け
の
子
ル
ー
ム
�
７
１
７

３
―

９
３
１
３

【今回の掲載品を希望する方】
官製ハガキに番号、品名、住所、氏名、電話番号を明記して、
22日までにコミュニティ課へ。25日に抽選を行い、提供者から
当選者に連絡が行きます。交渉は当事者間で行い、結果を同課
へ報告いただきます。
【次回の掲載を希望する方】
往復ハガキ（１人２点まで）に品名（サイズ等詳しく）など
を記入し、22日までに同課へ申し込みを。
【申し込み】
〒270－0192流山市役所コミュニティ課消費生活係

4月からは無料の用品のみを掲載
善意用品交換セールは、大切に使ってきた家庭用品などが不用になり、

「誰かに使ってもらいたい」と考えている方と、それらを必要としている方

の「善意」の橋渡しをするコーナーとして、多くの方に利用いただいています。
現在は、3,000円以下で提供していただいていますが、営利を目的とした利
用も多くなるなどトラブルが発生しています。このため、４月からは、無料
の用品のみを掲載させていただきます。市民の皆さんのご理解、ご協力をお
願いします。 □問コミュニティ課�7150－６０７６

�木製ハイチェア＝無料�女性ス
キーウエア小物付（Ｍ～Ｌ）＝無料
�平和台幼稚園新体操クラブレオタ

ード（ピンク）＝相談�ハイローベッド＆チェア（抱っこＷ
スイングタイプ）＝3000円�男性用スキー板（180cm）と靴
（26.5cm）＝3000円�学習机（棚付）＝無料�男性用スキーセ
ット（板180cm）＝2500円�男性用スキーセット（板
165cm）＝3000円	女性用スキーウエア（ピンク、バッグ
付）＝3000円
女性用スキーウエア（紺）＝3000円�野菜・
ひき肉ミンサー＝3000円�A型ベビーカー＝1000円
チャイ
ルドカーシート（２～６カ月児用）＝1000円�電子ピアノ＝
無料�布おむつ（30枚）=無料�幼児科教材ＣＤ・ビデオ２
年分（ヤマハ・全８本）＝3000円�スヌーピープレイジム＝
1000円�キャラクターぬいぐるみ15点＝2000円�男児服１袋
（95～100cm）＝1000円�チャイルドシート（６カ月～幼児
用）＝1500円�ミニコンポ（レコードプレヤー・ＣＤ・Ｗカ
セット付）＝3000円�4人用テント（200×240cm）＝2000円
�囲碁セット（子ども用）＝相談�毛布（ピンク・ブルー、
新品）＝各3000円�ポケモン弁当箱２個・水筒・コップセッ
ト（新品）＝1500円�ベビーバス（シンク可）＝1000円�マ
タニティーパジャマ・ガウン＝1000円�円座＝1000円�キル
ティングマット（200×200cm）＝1000円�レザー張りソファ
（80×55×65cm、茶、２脚）＝各2500円�フランス人形（ケ
ース入り、ピンク、38×42×59cm）＝2500円 正絹小紋柄反
物＝1000円!家具調こたつ（150×90×37～42cm）＝配送料
"たて型掃除機（ノズル付）＝2000円#ボデーソニックＭＣ
300（80×130×110cm）＝1500円$台車（90×70cm）＝500円
%麗澤高校（女子制服Ｍ3000円、セーター500円）&国学院
高校（女子制服Ｍ3000円、セーター600円、ブラウス300円、
カバン他1000円）'お雛様7段飾り＝無料(五月人形3段飾
り＝無料)アニマルベッド（40×45cm）＝無料*車後部用キ
ャリア＝800円+ミッキー歩行器＝500円,男児ブラウス、長
袖シャツ（100cm、4着）＝1500円-破魔弓矢（ガラスケース
入り）=無料.木製ハイチェア（青）＝1500円/おんぶだっ
こひも（ピンク）＝500円0ベビークーファン＝3000円1調
乳ポット＝2000円2男児スキーウエア（110cm）・スノーブ
ーツ（19cm）・スキー手袋＝1500円

������������������
������������������善意用品交換セール

イ　ベ　ン　ト
人形劇団ひとみ座公演「シローおじさんのひとり芝居」

（流山おやこ劇場主催､市教委後援）＝３月19日�14時30
分～15時30分、南流山センター。入場料700円、親子ペ
ア券1100円※前売り割り引きあり□問流山おやこ劇場�
7152－０４４６
日本春蘭展示会（春蘭友の会主催）＝３月21日�10時
～17時、東谷自治会館。入場無料□問秋葉�7158－２７６
９
流山愛蘭会展示会＝３月21日�８時～16時、西平井自
治会館。入場無料□問吉田�7158－０３４９
男の料理（朝鮮料理）講座（こまの会主催）＝３月24
日�10時～14時、初石公民館。参加費1000円程度□問高橋
�7154－６３００
第５回子供フラワーアレンジ展＝３月29日�～31日�
９時～17時（31日は15時まで）、森の図書館。入場無料
□問森下�7153－６３６０
詩吟無料講習会＝４月６日・13日・20日・27日の土曜
10時～12時、思井福祉会館□問黒田�7150－０８７０
市民テニス大会・ダブルス団体戦（市体育協会テニス
部主催）＝４月14日・21日・28日の日曜９時～、市庭球
場。参加費１チーム６０００円。３月３１日までに申し
込みを□問秋元�7154－５６０６

�ひまわり幼稚園園服（110～
120cm）＝相談�チャイルドシート
（新生児～幼児兼用タイプ）＝相談�

ベビー用デジタルスケール＝相談�男子中学生制服（180cm、
Ｍ）＝相談�毛糸編み機＝相談�自転車子ども前乗せまたは
後ろ乗せ補助いす＝相談�ひまわり幼稚園園服（上着110cm
以上）＝1500円前後�二段ベッド＝無料	西平井保育園男児
園服（110cm）＝格安
水槽（90cm）用ろ過機＝相談

常磐自動車道測定結果（平成14年１月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた
日数）�日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2

�SPM

�日平均
交通量

若葉台

時　間 16 118 26 15

西初石 東初石 青　田

日 5（0） 8（0） 6（0） 7（0）

有　無 無 無 無 無

上　り

43,255台 43,566台 86,821台

下　り 合　計

▽日程＝３月28日�10時～16時、ＪＡ流

山市流山支店▽献血のできる方＝16歳～69

歳の健康な方（ただし、65歳以上の方は60

歳から64歳までに献血経験がある方）※献

血手帳がある方は持参

□問保健センター�7154－０３３１

�
▽
時
間
＝
９
時
〜
17
時
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県
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住
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学
生
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０
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円
）
▽
そ
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他
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を

□問
災
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ボ
ラ
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テ
ィ
ア
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進
委
員
会
�
０
３
―

３
５
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―
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（
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時
〜
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時
） ★印のあるものは市主催のものです 

講
座
・
講
演

展
　
示

そ
の
他

資
格
・
求
人

献血にご協力を★
コ
ミ
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テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
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つ
ど
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利
根
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シ
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▽
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＝
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小
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▽
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細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
国
民
生
活
金
融
公
庫
�
０
４

７
―

３
６
７
―

１
１
９
１

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
三
月
一
日
現

在
の
選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数
は
、
十

二
万
一
千
四
百
四
十
四
人
（
前
回
比
三

百
二
十
九
人
増
）
で
す
。

男
女
別
で
は
、
男
性
が
六
万
五
十
七

人
、
女
性
が
六
万
一
千
三
百
八
十
七
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
登
録
者
数
の
発
表
は
、
正
確
な

有
権
者
数
を
把
握
す
る
た
め
、
年
四
回

行
っ
て
い
ま
す
。

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�
７

１
５
０
―

６
１
０
０

2222222222222222222
2222222222222222222
2222222222222222222
2222222222222222222
2222222222222222222
2222222222222222222
2222222222222222222

選挙人名簿の
登録者数を発表

aaaaaaaaaaa
a

a
a

a
a

a
a

a

a
a

a
a

a
a

a
a

a

aaaaaaaaaa

労働保険料の
申告・納付は お早めに
労災保険と雇用保険の保険料申告・

納付期間は、４月１日から５月20日ま

でです。

最寄りの銀行や郵便局で、早めに手

続きをしてください。不明な点は問い

合わせを。

□問千葉労働局労働保険徴収課�０４

３－２２１－４３１７
文化会館ホール臨時休館のお知らせ
文化会館ホールは、８月５日から９月21日まで、音
響設備改修工事のため利用できません。なお、ホール
以外の施設は、通常どおり利用できます。
□問文化会館�７１５８－３４６２

このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流山
センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある掲載申込
書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベント掲載希
望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場所、
問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でするようにお願い
します。
□問秘書広報課�7150－６０６３

市民伝言板

｢心の病気｣に関する相談を24時間受け付け。休日・夜間も緊急診療あり　□問県精神科医療センター�０４３－２７６－３１８８

お譲りします

さがしています
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「広報ながれやま」は 
古紙配合率100％再生紙を 
使用しています 

家
族
で
土
に
親
し
も
う

野
菜
づ
く
り
教
室
の
参
加
者
募
集

図
書
館
運
営
を
お
手
伝
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催

青
少
年
を
海
外
へ
派
遣

希
望
者
は
4
月
16
日
ま
で
に
応
募
を

調査研究報告書19

「市内最大の縄文集落 中野久木谷頭遺跡」
今月27日に博物館から刊行

土
に
親
し
む
い
い
機
会

工
事
が
進
む
庭
球
場

流山の文化財 

発
掘
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
や

古
墳
時
代
な
ど
の
古
い
時
代
だ
け

で
な
く
、
鎌
倉
時
代
や
室
町
時
代
、

江
戸
時
代
の
遺
跡
の
調
査
も
行
っ

て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
お
墓
を
調
査
す
る

と
「
六
道
銭
（
俗
に
「
三
途
の
川

の
渡
し
賃
」
と
も
言
う
）」
と
呼
ば

れ
る
銭
が
出
土
し
ま
す
。
六
道
銭

に
は
、
当
時
流
通
し
て
い
た
「
寛

永
通
寳
」
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

市
内
で
の
発
掘
調
査
で
、
こ
れ

ま
で
に
一
千
枚
以
上
の
六
道
銭
が

出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
一
千
枚
を
超
え
る
銭
の

中
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
書
か

れ
た
六
道
銭
専
用
の
「
念
仏
銭
」

と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
銭
が
二
枚
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
銭
は
、

寛
永
通
寳
と
同
じ
形
を
し
て
い
ま

す
が
、
全
国
で
百
枚
ほ
ど
し
か
出

土
し
て
い
な
い
珍
し
い
銭
で
す
。

出
土
し
た
銭
は
、
ふ
つ
う
緑
青

（
ろ
く
し
ょ
う
）
が
ふ
い
て
い
ま
す

青
少
年
を
海
外
研
修
に
派
遣
し
、

国
際
的
視
野
を
広
め
、
そ
の
体
験

を
こ
れ
か
ら
の
活
動
や
国
際
交
流

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
「
市
青

少
年
等
海
外
研
修
派
遣
事
業
」
を

行
い
ま
す
。

▽
対
象
／
派
遣
先
＝
①
高
校
生

派
遣
…
市
内
に
３
年
以
上
住
ん
で

い
る
高
校
生
／
ア
メ
リ
カ
（
７
月

25
日
〜
８
月
８
日
）
②
青
少
年
派

遣
…
市
内
に
３
年
以
上
住
ん
で
い

る
18
歳
〜
25
歳
の
市
民
／
ア
メ
リ

カ
ま
た
は
カ
ナ
ダ
（
７
月
25
日
〜

８
月
８
日
）
※
学
年
、
年
齢
は
い

ず
れ
も
平
成
14
年
４
月
１
日
現
在

▽
派
遣
人
数
＝
合
計
３
人
▽
費

用
＝
�
世
界
青
少
年
交
流
協
会
に

納
め
る
参
加
金
45
万
円
の
う
ち
、

市
が
３
分
の
２
以
内
を
補
助
（
残

り
の
15
万
円
お
よ
び
派
遣
前
の
研

修
費
な
ど
は
自
己
負
担
）
▽
選
考

方
法
＝
論
文
審
査
、
面
接
▽
募
集

説
明
会
＝
４
月
２
日
�
10
時
か
ら

市
役
所
で
開
催
▽
申
し
込
み
＝
４

月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
に
青
少
年

課
へ□問

青
少
年
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
７

市
立
博
物
館
で
は
、
調
査
研
究
報
告
書
十
九

「
市
内
最
大
の
縄
文
集
落
　
中
野
久
木
谷
頭
遺
跡
」

を
、
今
月
二
十
七
日
に
刊
行
し
ま
す
。

中
野
久
木
谷
頭
遺
跡
か
ら
は
、
百
九
十
五
軒
の

住
居
跡
や
一
千
基
を
超
え
る
土
坑
（
貯
蔵
や
土
葬

な
ど
に
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
る
穴
）
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時

の
人
々
が
使
っ
て
い
た
道
具
や
貝
殻
、
獣
骨
も
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
報
告
書
は
、
こ
れ
ら
を
カ
ラ
ー
写
真
で

紹
介
し
た
大
変
見
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

流
山
の
縄
文
時
代
中
期
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る

も
の
で
す
。

な
お
、
報
告
書
は
市
立
博
物
館
窓
口
で
有
料
頒

布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
内
の
図
書
館
で
閲
覧
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
体
裁
＝
Ａ
４
判
・
80
ペ
ー
ジ
・
全
ペ
ー
ジ
カ

ラ
ー
▽
頒
布
価
格
＝
９
０
０
円
（
税
込
み
）

□問
市
立
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

が
、
こ
の
錆
を
落
と
す
と
新
し
い

十
円
玉
と
同
じ
よ
う
な
銅
の
輝
き

を
取
り
戻
し
ま
す
。

発
掘
の
終
了
後
、
こ
の
二
枚
の

念
仏
銭
も
、
他
の
銭
と
同
じ
よ
う

に
錆
を
落
と
し
て
み
ま
し
た
。
す

る
と
、
一
枚
は
銅
の
輝
き
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
も
う
一

枚
は
白
っ
ぽ
く
見
え
て
き
た
の
で

す
。
こ
れ
は
今
ま
で
に
出
土
し
た

銭
と
は
、
違
う
の
で
は
と
い
う
疑

問
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
銭
が

ど
の
よ
う
な
金
属

で
構
成
さ
れ
て
い

る
の
か
を
調
べ
る

た
め
、
科
学
分
析

を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
驚
く
べ
き
結

果
が
届
き
ま
し
た
。

こ
の
白
っ
ぽ
い

銭
は
銅
で
は
な
く

銀
で
造
ら
れ
た
銭

で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
す
。

今
ま
で
に
全
国
で
出
土
し
た
念

仏
銭
は
、
す
べ
て
銅
で
造
ら
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
か
ら
出
土
し
た
銀
で
造
ら

れ
た
念
仏
銭
は
、
国
内
で
初
め
て

発
見
さ
れ
た
貴
重
な
銭
だ
っ
た
の

で
す
。

な
お
、
こ
の
銀
製
の
念
仏
銭
は
、

現
在
、
市
立
博
物
館
に
展
示
し
て

い
ま
す
。

<

社
会
教
育
課
・
学
芸
員>

Vol.6 国内唯一の銀製「念仏銭」寛永通寶 念仏銭

県
立
流
山
高
等
学
校
の
協
力
で
、

「
家
族
野
菜
づ
く
り
教
室
」
を
四
月

十
三
日
か
ら
全
十
五
回
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

同
高
等
学
校
の
教
室
で
野
菜
づ

く
り
の
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
後
、

実
際
に
畑
に
出
て
、
種
ま
き
か
ら

収
穫
ま
で
行
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
四
月
か
ら
は
、
学
校

完
全
週
五
日
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
親
子
で
野
菜
づ

く
り
に
挑
戦
し
、
収
穫
の
喜
び
を

味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
＝
４
月
13
日
〜
平
成
15

年
１
月
18
日
の
土
曜
（
全
15
回
）

▽
時
間
＝
原
則
と
し
て
９
時
〜
12

時
▽
場
所
＝
県
立
流
山
高
等
学
校
、

市
総
合
運
動
公
園
付
近
の
畑
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の
家
族
／

総
合
運
動
公
園
内
の
ク
レ
ー
コ

ー
ト
の
庭
球
場
が
、
四
月
一
日
に

砂
入
り
人
工
芝
コ
ー
ト
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ク
レ
ー
コ
ー
ト
は
、

雨
が
上
が
っ
た
後
も
、
す
ぐ
に
は

水
が
は
け
ず
、
利
用
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
よ
り
、
水
は
け
も
良
く
な

り
、
よ
り
使
い
や
す
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

総
合
運
動
公
園
内
に
は
、
こ
の

人
工
芝
コ
ー
ト
四
面
の
ほ
か
、
四

面
の
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
利
用
希
望
日
の
二
カ
月
前

の
同
日
か
ら
予
約
（
使
用
申
請
）

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
直
接
、
社
会
体

育
課
窓
口
（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

へ
。□問

社
会
体
育
課
�
７
１
５
９
―

１
２
１
２

本
が
大
好
き
で
、
図
書
館
の
運

営
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て

く
れ
る
方
を
対
象
に
「
図
書
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
き

ま
す
。

▽
日
時
＝
３
月
23
日
�
13
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
南
流
山
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
／
定
員
＝
図
書
館
運
営
に

協
力
意
欲
の
あ
る
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
／
40
人
（
先
着
順
）

▽
内
容
／
講
師
＝
①
講
演
「
生
涯

学
習
と
公
共
図
書
館
に
つ
い

て
」
／
大
串
夏
身
さ
ん
（
昭
和
女

子
大
学
教
授
）
②
活
動
紹
介
「
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
際
」
／

流
山
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
栞
（
し
お
り
）」
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

森
の
図
書
館
へ

□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５
２
―

３
２
０
０

30
組
（
多
数
抽
選
）
▽
内
容
＝
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
や
コ
カ
ブ
な
ど
の
種

ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
▽
参
加
費
＝

２
０
０
０
円
（
教
材
費
等
）
▽
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
家
族

野
菜
づ
く
り
教
室
」、
住
所
、
参
加

者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
３
月
28
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６
流

山
市
加
一
丁
目
16
―
２
流
山
市
文

化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３

４
６
２

総合運動公園庭球場

4月1日オープン

人工芝コートに
リニューアル

あなたもインターネットで情報発信を
ホームページづくり講習会を4月から開講初 級

あなたも、インターネットのホームページの作り方を学び、情報発信者にな

りませんか。

▽日程＝４月18日～６月20日の毎週木曜（全10回）▽時間＝10時～12時▽場

所＝文化会館▽対象／定員＝ワープロ機能での文書作成などパソコンの基本操

作ができ、これから個人や団体のホームページを作ろうと考えている方／20人

（多数抽選）▽内容＝実際にパソコンを操作しながらホームページの作り方を

学ぶ▽参加費＝2,000円（教材費等）▽申し込み＝往復

ハガキに「ホームページづくり講習会」、住所、氏名、

年齢、電話番号、団体のホームページを作ろうと考え

ている方はその団体名を明記し、３月28日（必着）ま

でに〒270―0176 流山市加一丁目16―２流山市文化会

館へ

□問文化会館�7158―３４６２


